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相模湾初島沖化学合成生物群集の群集生態

藹倉 克則゛I 橋本　 惇'1 藤原 義弘'1 奥谷 喬司‘'

Ｂ水 周辺 にあ る深i 畩系 髟・ 合成 生物 部集めｊ ち，榻 讀鴻の 初島i･|叨 冊集に つしヽ て酖 亂生贈学

的 韆 究 を 潜 水調 査船 ｒＬん かいZ00･j ，售 人探 竃 機 「lりレフ ４ン ー3Kj. 深 海 曳航 式 カメ ラ

「JAMSTEC Ｄｅｅｐ Ｔｏw Cameraj をJIIい て行っ た． また，Ｉ Ｓ 生氛 学的 玲胝を鬩 喩に する

ために.1111 匕相1 匁t の 呻ノ|||堆 と沖 縄 １ラフi皙奄西 海衄 のlﾋ学合 暖生物 辟 乢 初 蝙II周辺 の浙

深 海徃jM ・ 戸介成 生物 群 集をjt 敕Ｍ 象脯 梟として調 査し た． 罫集の組成 ・噸 位－ll閥 鼠関 係・

多 様ji ・ 頚馴 鮑1 蒿 韲 で得 られ た多 真とサ ンプ ル から罰蓊 し た．

初 恥illか ら は1ﾋ学 合皮 蚶物 畔 集に|刪i な鯉 とし て23 牋の 人Ｓ底 止鰄脊橿 摶ns が出呪 し． 沖 ／

|11坎か ら は13 極． 鵆奄 西海 疣か らは 徊 旺が それぞ れ出現 廴だ．ま た， 初鳥沖 周辺 の獵 湎渺 性非

化学 合成 生物 辟ｌ から は， はる かに 多い691 壘が・ められ た.

fピ 芦介 成生 物 部 梟構 成 稙 の相 関訊 ｛密 峻l から．３ か４ の 昨 隘い ずれ もＩない Ｌ２ 茜か 優ai

的 な誘ja を111し てい た. 棧 の多 様度1ま.非ｔ ？ 合成!IE物 群 農に 比べ 化７ 佃 耙| 苅lll は 砥く なり

な．

初 島iqlと沖 ノ山皐 は12 ●lか 共通 鴨であ っ たこ とか ら，両 群梟の ●脯哺| は 類似 する傾1;IIに あ･l

たか ，噸 位 一和 川j111刈邨・ 多様|賢・ 朗似丿曳とい っ た群 島構 造は ，初島 沖lji§j奄 西梅,jiに朋 皿し

てい た．
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rank-relat  i ve abundance  series. diversity  and  vmi  I arity of i nvovtobra  te megalo-beiuh-

os  from  all communities  h≪ve  b≪n  analyzed  oai the  basis of  photograplis  and  collected

specimens.

Twenty-three  obligate  species  of  a  chcmosynthctic  community  occurred  in  Off

Hatsushima  site. 12 species  from  Okinoyama  Bank  site, and  74 species  from  Minami-

Ensei  Knoll  site. In contrast  to  these  communities,  69  species  occurred  from  a non-

chemosynthetic  bath> ≫) community  neai  Off  HatMislnma  site.

Only  one  or  two  predominant  spccics  e＼i&.t in relative  abundance  (density)  within

these  three  sites of the chemosymlietic  communities  Siiecies  divert/  of clxemosynth-

etic  community  was  lower  than  that  of a non-chemosynthctic  bathyal  community.

Fauna!  composition  of  Off Hatsushima  site was  similar  to that of Okinoyama  Bank

site  owing  to  12  common  spectcs  found  at  both  sites. However,  'he  present  study

snffjrests that  community  st'ucmre  (rank-relative  abundance  series, diversity  and

similarity!  at  Off  Hatsushima  site was  similar  to that of Miiiami-Eiisei  Knoll  &itc, than

Okinoyama  Bank  site.

Key  words : Ch*mosyuh*tic  community, OftHalsushSms site. Okinoynma  Bank site.

Minsmi-Ensei  Knoll site, Comimnrity ecology

｜ ． は じ め に

日 本 周 辺 の 深 海 域 に は ， 化 学 合 成 生 抽 昨 集 か,11 橈 消

の ５ か 断{Ok ｕｌａｌｉ and Egawa. 1985:Hashimoto ｄ

㎡..1989 : Fujtkura ｌｌ ａＸ･， 1991】， 駿1111湾{ 藤 粛 ほ か ，

1992}.illl 縄 １ラ フ の ３ か 所 咄|・ ほ か ，1989 ；人||| ，

1990 窟；鵬 本 ほ か ，1990} 小 笠ja 諸 魯 海 破 の ３ か所{ 橋

本･ 蓊 翕 ，1992: 蘓 盒 ほ か.1993} な ど に 命6EL てい る．

こ の よ う な 群 集 は 化 学 合 戚 細 菌 が 止 産 名 と な る 生 態 系 を

搆| 友す る こ と で 通 常 の 深 海 生 物 群 集 と は 災 な っ てい る ．

||!界 的 な 深 海 系 の 化 学 台 成 生 物 群 災 か ら は1991 年 ま で

に236 扣 か 報 告 され ， そ の う ち223 扣 が 新 唖 と し て記 纉 さ

れ て い る(Tunniciiffe,  19S1)
≪
ま た， 通 常 の深 海 生 物 に

比 べ 高 い 雀 度 と バ イ オ マ ス を 有 す る こ と が 知 ら れ て い る

Ｕ･ie551er and Smithey, 1983 : Luts and Kennish,

1993j 。し か し ．こ れ ら 化 乍 合 成jll物 昨 集 の 異 な る 群 襲 間

に お け る 仙 物 相 や 多様 性 に| 舛す る 訝 集 生 態 学 的 な 碕 兇

は， 定 竹 的 な もの はい く つ か あ る が 定j11的 な もの は 少 な

い(Grassle el ㎡..1985:Iless 】cr el at,  1988 : 'r ｕni-

clilfe, 】988) ．

そ こ で ． 本研 究 で はll 夲jMjl に あ る 深 海 域 のlﾋ･？ 合 成

生 物 甜 集 の な か か ら ． 調 査 磚 貰 か こ れ ま で に 繰 り 返 し 行

われ て い る 和 模 為 初 島illlの 化 学 介 成 生 物 群 集 をj4 皐 に し

て.1nSII 成 や 詳ｌ 構 通 の 解I･lを 試 み た ． そ の た め に ．

初 島 沖 の 比 較 対 象 と し て1111じ 相 暝 湾 に あIJ 水深 靨 も|,il植

なi･IIノlll剤:冷 水 湧I･|･,4;卩|{物 群 集 と沖 縄 ト ラ フ『1j咆 内 海11

の 熱 水 噴 出 孔 生 物 俳 集 を 選 定 Ｌ 比 較 し た ． ま た ， 非1ﾋ 学

会 成 生 物 僻 集 と の41 】違 をll 確 に す る た め に 初 島ill･川 辺 の

灑 深 海 似 非 化９ 合 成・ 物 俳 災 と の 比 較 も 行 っ た ． なお ，

本 研 究 で 扱 っ た 化 学 合 成 生 勧 群 集 に 関 す る 研 究 は ， こ れ

ま で に もい く つ か 報 告 さ れ て い る か(| ｌａ５ｈｉｍｏｌｏ ｄ ㎡.，

1989: 橋 本 ほ か.1990.1993 ； 太111，1990b) ，鈿 物ll や

分 布 生 態 に つ い て ， い く つ か の 新 た な 知 兇 が 得 ら れ た の

で ， そ れ ぞ れ の11 集に 閥 す る 簡 小 な 記 擢 を 行 っ た ．

２ ． 調 査 方 法 及 び 材 料

初 島i･ll化？ 介I皮佳 詢li 集 域 の 詢 査 は 溜 水 調 査 船｢ し ん

か い2000｣ ， 無 人 探 食 機｢ ド ル フ ４冫 －3 KJ 、 rJAM-

STEC Ｄｅｅｐ Ｔｏｗ Camera｣ を 川 い ． 初 島 のi 釘束ill･約 ７

ｋｍ 地 点 の 水深571 －1.338m で 行 っ た( Ｍ １) ． 瀕 深 海 幣

非 化 学 合 虞 乍 物 群 災 の 調 査 は ． 初 島1111化 学 合|友 乍 物 俳 災

の,粡 査 とlii]時 に ｒＬ ん かい2000J 及 ぴ｢JAMSTEC Ｄｅｔｐ

Ｔｏ丶ｙＣａｍｅｒａ｣ をjl｣い た 。illリ||| 堆 化 学 合 成yIE袖 群 集 の

.凋 杳 は3f58.2' Ｎ，139‘31.6*15 地 点 を 巾 心 に 調 査 し た【図

1 】，11j 心 西 海 斤にCJ{M2}.B1111 貽(28124.1' Ｎ ，127･

37.9'EI･ijij とC1111 地12S･23.3'N.  127'38.3'E I･1 近1

に 化･冫 合 成 生 物 雌 集 がｲ μjEす る かg 譌 夲 ほ か.1990) ，

肉XJ･あ わ せ て 南 竜 内 海j1 化･？ 介 成 生 物 群 集 と し｢ し ん か

い2000J に よｰ, て 滞 航Xjlま を 行-j た ．

こ れjljの 辟ｌ か ら 出 現 し たljl拘 種 を.

・jlｙlE性 ク】化‘？ 合|政柳||涓を4 』‘ す る

JAMSTEC  J. Deep Ｓ●a R●s..11 11!IS 】



閃 １ 相|葵湾 にお け る 詢島 沖 ・沖 ／|||堆 化･7=介成jlE物all とIJS鳥1111川 辺蒿 蒭¶ｇt 非 化学 合暖!n物部 梟碵の 淘１海 禎 閃

Fix.  I Index 111ap of I  wo che1110syllChetic co111mlllilieｓ （Off Hatsushinoa ｓile alld Okinoyama Ballk sile ）111d11㎝-

ch&uosyntlietic community ｎｅａr Off llitsｌshillla site. S㎎ami lla3･.

・la 密 度に 生息する

・他の化？ 介成生物昨集から近縁禰が出裂する

・生息域はｔ？ 蠢l友生物群ＩＭに限られる

といった嚮閃から，化･？ 介吠゛|･!物 群１ のlal町種 と|,'l迎

の非化･７ 介成jlE狗 辟ｌ から化･冫 介1友生物芻ｌ 内に進 人し

たゲ ス} 種 にＫ 分した。彬ll ・ バ イオマスはａ,祠が楕ｓ

で1!lら れ た写 穴蘓ぴサンブ ルから解析した。

群集砥造は.lll 集から出現する扣の相MJ,1 をl畆 噸ヽ か

ら凌ぺたときの艇剛性から群ｌ の栴造に一定の弯1111穐 を

兄いだす町丿Ｒ一相 対:ll叫 係 。扣の多lllt 指 数 β1 鹵 ﾄ ，゙

1967)｡ 木 元ク)飢 μ度指 数ｃ。{ 木元･ 式|||｡19s!11 を|||

い て解析した。 また。 木癶;力 類似曜指 数を'|゙ }5J連 魴1J;の

｜ つ であ るMountford 法 に よ っ て クラ ス タ ー 分 析 を 行

ない.UI 恣 の 類 似 性 を デ ン ド ロ グ ラ 厶 に ぷ し た ．

こ れ ら の 群 集概I 友や 構 造 のJt 破 に よ っ て． 初 島 沖 化学

介成 乍 物 群ｌ の 群 駝IE 態 学 的 な 特 徴 を 定!ik韵 に 鮮Iljlする

と1111昨 に ． 化学 合|友生 物lll集 と 非 化学 合 成 生勧 俳 揄の 扣

遠 に つ い て 検 討 し た ，

３ ． 群 集 組 疲

３ ． １　 相 模 再 初 鳥 沖 化 学 合 成 生 紬 群 集

lt？ 合 成'|ﾐ物nl 災 は.35･00.2' Ｎ.139'13.5'1 £f,|･逎 を 巾

･C･に 木S芻311--1.2:10111 に か け て 分lijし ておlj ， j也ｌ とM

I心 させ る り.  23<)iti以 深 の ず 坦|白｢に は 分Xi せ ず ． 斜lniに



分 布 する 傾|;IIが 鯉 め ら れ た。 な か で6.35 ｀00.0' Ｎ －35'

仙｡4' Ｎ.139 】`3.3‘Ｅ－139 ｀13.6' Ｅ で 囲 まれ る 範 闘( 水 深

｜,)20 －1.220ml に 分 布 の111心 が 認 め られ た 。水 温 は ，水

深l. 】圓 ｍ 以 深 で2.7 ～2.9 ℃ ，塩 分11 吹 は34.5 を 示 し た 。

そ し て｡23 扣 の 人９ 底 生無fy 推 動 物 が 化'？ 合成 生 物 群 集 ・

にla14j･種 で･あ っ た1 矗ｌ) 。

シ ロウIJ ガ イCMI 啣 苟fjjｓ .ｇり7j吋Ok ｕtａｎｉ.1957 の 外

套 腔 に は 多 Ｅ知 カ カ ギ ヤ ド リ ゴ カ イShinkai ｓＱｇｇｉＲｌｅｎ-

ｓllｓ Mi ｕ】･a and j. ａｕllier，1990. ス ヱ ヒ ロ キ ヌタ レ ガ イ

Acimntx j･ ゐj･sｓ･･‘ (fall.  18911 の 外 套腔 内 にlj A.･ｓlｓ,fl

s仙, 。 ゐφｍ･。鈿Mi ｕl･a and l.ａｕbjeｒ,1990 が 寄 牛 し て い

た 。 カ ギヤ ド リ コ･カ イの シ ｏ ウl 』ガ イにj･lす る･４ 乍 率 は

ｚ･夕j

低 く2.8 ％iIIIrｉ で あ っ たの に 勾 し.  N.  bifitrcata の スエ ヒ

ロ キ ヌ タ レ ガ ４ に 村 す る 寄 生 喇 は 高 く豹90 ％ に 寄 ″I･1し

てい た ． 寄 ゛li性 以 外 の 多11 垣 で は ，yIｓI 回 りｓj&１ｓ 鈿Iｓ･

ｓＭｊｊＭＩＩｓ＆Mi ｕrａ.1988 と ｊＶ１踟jx哦･ぬe oitlai MiｕI･a and

llasI,1111,j10.1991 が 出 現 し た． 多 毛 鬚 の 密li は ． カ ギ ヤ

ドlj ゴ カ イ と Ｍ ゐ湎･al ｓej 高 い 値 を 示 し ， ？． 鈿j 。-

ｓjiii,Ja･jlｓIｓ と 況 岶 仙･ は･t いlla と な-j た （ 衣11.

･ 才ヽ り ム シ 助 物lj 2 祐 出 現 し ， Ｉ 扣 は ね尚 ．詒16j。･ゐ・

ｓp.で ， 人 ９ 個 体 で は 全 長34Jc111 で ぷ 瑞 部 に|;･』か うli ど細

く な.･jて い た ． も う・ 一方の 傾 は. Ｌ,ｌ ｃｊ恥r 砒･ゐ・ ｓp.よij

チ ．－ ブ 抒 か 繃|く，| 剛FI 郎 か ら 末 端 部 ま で ほ は ２ｍ ｍ ほ

どの1,i］･ 抒 で Ｖｅｓlinlenlifel･ａ χel. ｓp. ｜　 と し た.



表 １ 相 磽澗 初 心沖 から11･淅 した 化学 合成 生物 胙集に 川有 な大 型底 生鮮脊 推動 物と各種 のま吹 及ぴバ イオマ ス

Ｔ 油 】Ｃ Ｉ Ｄｅｎｓily ａｎｄ ｌｉｏｍａｓｓ ｗｅt ｗeight 01 obligate invertebrate megabenthos ｏｃｃｕred frｏｍ tｈｅ chemosynthctic

community ｏｆ Ｏｆｆ Hatsushima site. Sagami  Bay.

Annelida

Polychacta

Prctornysii'ks Hatsushtmaensls Miura,  1988

Nicomchc  ohtai Miura  & Hashimoto, 1991

Siiinkti scgatnUnsis  Miura  &  Laubicc, 1590

Natsushima  btfuwo  Miura  & Laubicr, 1990

NnurilintellitJw n.gcn.eisp.  Miura  (personal communication)

Polychaeia  gen. sp. I

Vest  i rue ruifcra

Bvihiachia

iMwtHibmchia  sp.

uindenl.

Vcsiimcmifcca  gen. sp. I

Molliusca

Oa$itopoda

Strratfonm  vesthneMifericotn Okuiani,  Ts<ichid-i &  Pujikura, 1992

Buihyntmtou  mpponica  Okiuani,Tsud>ida  &Fujikuta, 1992

M<fgcriies  shinkai Okulani,  Tsuchida & Fujikura. IW2

Provauna  glabra OkuHtni.Tsuchida  & Fujikura, 1992

Oenopota  sogamiaim  Okuiaui  &  Fujikttrfi, 1992

PhynorliyiKhus  b/tccbioxlej Okutoni,  Fujikura &  Sasaki, 1993

Hival via ,

Actios.x Joh'twt' (Dal  1,1891)

Bailiyittodiolus japomcus  H ≫himoio&  Okuuni,  1994

Boiliyntodiolns plati/wis Hashimoto  AOkuiani,  1994

Imowg  )f>shtiiai Habc.  1958

Cotidioeele disju'Kta Gabb,  1886

CMysitogeiifi Okuttni,  1957

Arthropoda

Onsiacc*

Ncotcpcu  sp.l

Alvi/rocflris iongirost'h Kikuclai  &Ohia,  MS

l^blttts  sp

£ｇｓｆyａ ｓｄ ｉ ｓp.は林.ly し て 生 息 し て い る の に 対L ，

Ve511mallileragell. ｓｐ.1 は 藤 葛 状 に 絡 ま り 今･ てヽ'lﾐ息

し てい た ． まli は ． ２Ｒ と も ほ ぽ1111等の 密 度 と な り(. 太

n.  l ・, ㎡ 励 ・,･ゐ・ ｓp.で!j l,1 1a20111ds./1 が. Ｖｅs･

timelltifel'a gell. sp.  1 で は 最 高1011nd ｓ./m2 と 鵬 い 叭 を

示 す 地 点 ６ あ っ た ．

腹 足 類 で は サ ガ ミ･ ヽイ カ プl に ナ 尸よ7jｓ ｓljg g4j ゐ啝

Ok ｕlalli.Ｔｓｕchida and F11jikllr ａ. 】992かj11 も 広 範1 嵋 こ

分 布 Ｌ てい た ． サ が ミ マ ン ジ か イ Ｑ･jμ喞 山. 隰gflｓｒｇ拑ｌ

Ｏｋｕlalli and Kujikiira. 色 変 色域 の 堆 植 狗ll に

襲.III的 に 分 布 し て お り.1 匆･ｕl 碵,･j14･Xlｓ ＆ｒ,11 。j＆ ｓ

Okutani.  Fujikura ａｌｌｄ Sasaki. 19!13 も睛 色 変 色域 内 の

外 石 琳 蔬 に 特 災 的 に 分 布 し てい た． こ の 睛 色 変 色滅lj.

地 鵁 熱 流 量 か 著し くl:･liい こ と ． 眼 酸 皿 岩 を 多 量 に 含 む7t

石 か 認 め ら れ る こ と か ら， 火|||活 鵐 の 影 響 を･霆け て い る

こ と が 示 唆 さ れ てい る が(fllほ か ，19911. 最 延 で は 地 卜

水 の 功 出 も 示 唆 され て お'1( 角皆IS か ，199,1). 湧 出 水

の 起 禅 に| 刈し てlj 明 搾 に さ れ てい な い ． し か し ， い ず れ

に せ よill･ノ|lj垠 の 冷 水 湧11gPIE 狛 町 集 と は 哭 なI 】. 温ll

が 高い 湧 出 水 が 湧 き 朋 てい る 。R I ｓ･djj 必 ＆s と1111所 に

'IE息 す る シ ン カ イピ りガ イ創 の殼 表Ilniに は.R 1 。,･.

4･汕] ㎡６
の もの と思 わ れ る 卵 魄 が 多Ui こ1･j･ａ し て い た．

ま た ． ソ ウ ヨ ウ バ イ β11m･Hit  Jit s,り■fiutai･I甘ぐlt･ Oklllalli，

1977 と Ｍ.･μUN･ ｗ a1111φ1･･vlis Okutani, 】968か ゲ ｘ 卜禰



表２ 相隕跨沖／山堆から山現しj オマ ス

Tａｂｌｅ ２ Density and biomass ｗel ｗejght 01 凹ldeT111c invertebrate mega  benthos occured from the chemosynthetic

ＣＯｍｍｕnity of Ｏｋｉｎｏｙａｍａ Ｂａｎｋ ｉte ， Ｓａｇａｍｉ Ｂａy.

Annelida

Pulychaeta

Nicomach*  ohtai Miora  & Hashino<o,  199]

Nuisuxhuxa  fojurcata Miura  &  Laubicr, 1990

Vosiimentlfcra

Basibracliia

LameiUbrachh  sp.

unkknt.

Vcwimeruifera  g≪n. sp. I

Molfusca

Casuopoda

8athyt<oita*a iiipi'oiiicn Okulant,  Tsuchtda  &  Fujikura, 1992

Margarius  shtnkai Okutam,  Tsucliida &  Fujikura, 1992

Provanna  $bbro  Okuiani,  Tsuchida  <6 Fujikura, 1992

Bivalvia

Adtorax  johnsoni  (DalK  IS9I)

tluiinviodiolus joponicus Hashhnoio  &  Okutani, J994

BaihyiiicdioSus pbfifiws  Hashimoto  &  Oktitanj, 1994

Beihytnodhhis  odutoi/ies Hashimoto  &  Oku(ani, f99^

Cm<ho<eU  disjiuKia Gabb.  1886  '

* I ^4 ≪

と し て 化 学 介 成 佝 物 肝 襲 破 内 に 多 く逮 出 し てい た ． 密 度

は． サ ガ ミハ イカ プ リニ ナ か 構 成 秡 巾 最 も高 い 叭 を 示 し

て お りC 矗 １), 最 ぬ で1,a731nd ｓym2 と い う高 い 密 峻 を 示

し てい る 地 点 も認 め られ ． 個 体 歓 か ら 兄 た こ の 鄒 集 のj11

人の 個 体 昨 は サ ガ ミハ ４ カ プl に ナ で あ っ た ．

二 枚11 で は 最 も 峻lli妁 に 生 息 し て い た のlj シ ロ ウIJ ガ

イ で． 錨 色 変 色 杖 内 にlj 粗 雀 に な る 傾 向 が 認 め ら れ た．

岩 石 露 頭 か ら は． ヘ イ ト ウ シ ン カ イ ヒ パ リ ガ イ ＆2a 一

戸la 必･Ｑ/匹pkttifratts Hashimoto and Ｏｋｕlalli. 1994 と ．

シ ン カ イ ヒ パ リ ガ イ ａ, 心･ji,ｏ函j ＆sj 睇ｇ, 鈿 ．|la.

diimoto and Okutani. 1991 が 高 密 喫 に1･j1着 し てい た ．

こ れ ら ２Ｒ ｆｊ． ３か 所 のｎ 石 露 頭 に 特 災 的 に 群jlEし て お

り． そ の う ち ２ か,呎j. 詰 色 変 色 域 内 にあ るiS 湎 であ っ

た． そ のll か に ． スエ ヒ ロ キ ヌ タ レ か イの 殖 殼 が 海・ 表

|昭 二多 く 覦 察 で き ，り４Ｕｊ而 底F 約21cll か ら採 集 で き ー

た， ま た， オ ウ ナ ガ イ Ｃａｌｌｄｍｃｌｌｅ disj･･fl･ε･ai(;abb,IS6

と ヨ シ ダ ッ キ ガ イ モ ド キ £1㎡lj 叨附，戸蓐1j‘・?j llabe.

1958 の 死蔵 か 観 察 で き た． まjl は シ ロ ウlj が ４ が 高 い 偵

とな り.|･･i所 的 なj11高fl肛 ま352111dｓ,/ml を 小 し ．バ イオ マ

ス の111 人 繞lj22.19 ㎏/ml を 示 す 圸jjE もあ･j た ． し た

がｰ. で， 個 体 数 か ら み たj11人の 佃l本邵1,1サ ガ ミ･ イヽ カブ

11ニ ナ であ る か ． バ イ オ７ 罵か ら 兇 る と111人個 体 群 は シ

ロ ウ リ ガ ４ と な っ た 。

Ill辺 黷 で は 湧 水 呪 執 に よ っ て 変 貫 を 受 け たr･| 色 の 冫;石

露 頭 去111にNeoiefias 斗.1 か11 若 し. 同 所 に,4 頡･'lutcaris

・j･が 癶)ｓ訥･ｓ Kikuchi and Ohta, MS と イ バ ラ モ ヱ ピ 属

の]  Nl  Lebbctts  sp.のill･3 種 が 観 察･ 探 処 で き た ． こ れ ら

の 分 布ji は 極 め て 狄 く ． ３ 種 とl jl; 逋 の 】地 点 の 変 貿ｎ

引 琳 頭 に の みI 吃め らj1 た ． ヱ ソ'イ バ ラ ガ ニ 乃 ．㎡ り胴jｓ

jl･jl妬 助 ㎞α{llene(licI,1894) は ゲ ス ト 扣 と し て 化 学 介 成

生 物 罫IS 域 に 頻 繁 に 観 察 さ れ た ．

３ ． ２　 相 模 湾 沖 ノ 山 堆 化 学 舎 威 生 物 群 集

沖 ノjll堆 に お け る1ﾋ 学 合 成1ﾐ 物 群 集 は ． 初 鳥 沖 の 叫 方

約30km に 位 置 し た34'58.2' Ｎ.139'31.5'I 引･t 竰 の 水 濠

I.0･15･-｜ ，】湖 ｍ を111･C･に 観 察 で き た ．｢ しλ か い2000｣ の

ＳＴＤ, 吁渊 に よ り ． ホ 理 属1晩 は 水 深 】.㈲0 加 ａ 様 で 水 温

2.7 ～3.3 ℃.j11 分 濃 度r*34.5 を 小 し た． そ し て. 】3扣 の

人 气1底 生 無ry 鏃 鈿 物 か 化･？ 介 成 止御 叨ｌ に μil町鞴 であ 一J

た{ μ23.

多 Ｅ類 で は.jV 叭jj回l'＆ 岶 鈿i が 泥 の 擂 竹 と と もに 採

集 され ． ま た ， ス ヱ ヒ ロ キ ヌ タ レ ガ イの 外 套 睦 に は Ｍ,f･

ｇ ｓ加j･ｇ みφ･i･1･i洳 の 寄'IE が 認 め ら れ て い る(･jlli. 私

1,叭･ オヽ リ ム シ 茹 物 は ．初 島i･|･と|･1114と し て掫 わ れ て い

るl 太川 ，199111)3./.jl,Xjｒ瘠 ゐ,粡･hut  s|).とVe ｓtimellUlel･ ａ



妾31 爿煢 ト ラフ 南奄 西海 丘か ら出 現し た化岸 合 成生 物群 集に11 有 な大 型庭 生無 脊椎仙 物と 谷種 の密度 及びバ イオマ ス

Table ３ Ｄｃｎsity ａｎｄ ｂｉｏｍａsｓ wｅt weight of endemic illv ｅrlebrale me8abenlhas 6rf ぽed from t ｈｅ ｃｈｅｍｏｓSllthetｉｃ

community of Minami-En& がKnoll  site. Okinawa Trough.

Annelida

Polychaeta

Brachipotynos peuibotxae Miura  & Hashimoto, 199)

PoratvmcUa  tesstcri Desbruydres & Laubier, 1989

Shinkai n.  sp, Msura  (personal communication)

Myitiidiphita ettseietisis Miuia  & Hashimoto. 1993

Mytiltdiphila ohtawaoish  Miura  & Ha&Hmoio,1993

Vettiincmifcra

unidcnl.

Vc^iMrcniifcre gen.sp. 2

Vcwimcntifera gen. sp. 3

Molluscs

Gastropoda

Puncture/la parvinobtits Okuiani, FojikuraA Sasaki, 1993

Baihyacmaea  stemda  Okuiani. Pujikurj & Sasaki, 1993

LepetodrUus japonicus Okutani, Fujikura& Sasaki. 1993

Cantminta  jaiiwcct {Okuiaiu  & Fujikura* 1990)

Provanna  glabra Okulnm,  Tsuchida & Fujikura. 1992

Civalvia

Httihyntotitolus jopoiric'is Hashimoto  & Okuiani, 1994

Bathyttotiioltts adufo'des Hashimoio  & Okuinni, (994

BathyiHodiohis sp,

Culyptogeua solidissi"ta Okutani. Hashimoto & Fujikura, 1992

Arthropoda

Cruilacca

Neolcpas sp.2

Alvhwcarij lottghostris Kikuchi  &  OliCa. MS

Ltbbeus  waihutgfoniantts (Rnthbun,  1902)

Paracangon  sp.2

Bythogracidac gen ftp.

Purabn'h  jawstcci Tnkoda  & Hashimoto, 1990

Ptimbii'h sp.

gcit. sp. 1 か 剛 裂 し た ． 軟 休 ●Jj紬 で は 初 闘 沖 に も認 め ら

れ る シ ン カ イシ タ ダ ミj ¶仙丿gariles jljl ぬ11 Okutani.

Ｔｓｕchida and Fujikura, 1992 ， サ ガ ミ ハ イカ ブlja ナ．

ワ タ ソ コ シ ロ ア ミ ガ サ ガ イ モ ド キ ＆i 繊¶･ｓどjllaaz

jlか加j1111'a 011ｕtalli. Tsuchida and Fujikiaa. 1992 の ３

豬 が 出 呪 し た ． サ ガ ミ ハ イカ ブ リｘ ナ が 最 も 寥 く 分fijし

てい た のdj シ ロ ウ り ガ イ渭 ″|ﾓ地 の 外縁 部 か･｀,近 隋の 堆 禎

物|; で あ り ．狄 い 範llM に1al 碵ijに 集 中 し て 分 布 し て い た．

,.l扠11 匐 と し て は シ ロ ウlj ガ イ． ヘ イト ウ シ ン カ イヒ パ

り が ４ ． シ ン カ イヒ パ り ガ イに 加 え カ ズ キ シ ン カ イヒ バ

り が4 ＆,/靹･j訥丿凶･I㎡ Ｍｓ ４㎡ｌｄｅ禳ｅs lla ｓhil11010 alld

Okutani.  1994 も11111j11し た．ま た ．才 ウ ナ ガ イ もll め ら れ ．

i･llノ111堆 の化平蠢l友生物群集域からは５極の二枚Ｒが出

裂した。皎lli的に 生息していたのは 詢陶IIII･il様シ ロウ'|

ガ イであIJ ， 水管のみを海底|;に 露小させている小型帆

体 も多く。群゛li地 のｇ 質はIM 色柤粒眇で小卮人の小礫か

多くなりていた。彖６鳥い密唆及ぴバ イオマ スを示した

のはシロウリな４であった( 表２)。

3.  3　 沖縄トラフ南奄西海丘化掌脅威生勧群集

南舫内海ri における化学 合I茂生物部集は. Ｂ【III墻 とc

IIll地に 分布しているこ とが知られており( 橋 本 ほか｡

)9901 ，肉11･|地 から24 扣の 人型ａ'1;性 艇 ずy根動物が化学

介I碇″11拘 部 染に倒有種として出現した{= 蠡3} 。

Is 勿Ilq海11 から はこれまでに21 種の 客I{1類 か採 襲さ



れ て い る が(Mhira and Ｈａｓｈｉｍ０１０, 1993 ；橋 本 ほ か ，

1993}｡ 固 布 極 は シ ン カ イ ヒ パ リガ イ 瓢 に 寄 生性 の ａ 。.

dtipofynoe μ1 局 四 勿Ｉ Ｍｉｕra and Hashimoto, 】991,

オ キ ナ ワ イ ガ イ ヤ ド りMylilidipl･ ａ ａ&･･j･ａzａ ａs･i

Miurs  and Hashimoto, 1993 ， エ ン セ イ イガ ４ ヤ ド･l

M ｙfilidi帥iI・ 回 ｓｌｉ 珥 ４ Miura and Hashimoto, 1993 と

熱 水 チ ム ニ ー 甓 に 吃 集 し てい た Ｆ碵yｓｌｌｉａｅｌｉａ ｋ ｓｓIきｙi

Desbruy&rs and Laubier 』989 であ っ た 。 ま た ， エ ン セ

イ シ ロ ウlj が4a 徊 噸 μｌａ ｇ 函j＆|'跼ｓ Okutani, Ha-

shimo 詢ald Fujikura,  19S2 の 外 套 畦 に はSii,1 鈿,' １.

５１１が 布生 し てい る{ Ξ 鳳 私 信} 。/ オヽ り ム シ 動 物 は ２極

が 観 察 さ れ て お り( 譌＊ ほ か1990) ， 大 い 夕 ４プ と 靭|い

タ イプ に 区 分 で き， 太 い タ イプ を Ｖｅｓtimenlife ｒａ 郡 ｎ，

sｐ.2 ， 網 い タ イプ をVestimentifera gen. sp.3 とし た 。

温 水 湧 出 郤 で は ２極 が 混 在 し て 高 密 度 に 分 布 し て お り.

Vestbnentifera  gen.  sp.  2 の 下 にVestiraentifera ｇｅｎ-

sp.3 が 隠 れ る よ う に生 息 し てい た 。

甎 足 瓢 は サ ガ ミハ イ カ プljx ナ ．ａ 即ｄｍ ａｉ 鈿r･

由 祕 涵Ok ｕtani ， Ｆｕiikｕｒa and Sasaki. 1991

＆ 吻I 四l － ｓｅａ４,1ぬOkutani,  Fujikura and Sasaki.

1993. £。畑 砲, 心 ｓ 鈿 ０･･･iats Okutani,  Fujikurst al･d

Sasaki,  1993. シ 冫 カ イサ ン シ １ ウ ガ イ Ｑ・ 加,I。ｓ μ･･

s－{Oklltani and Fujikura, 1993) の ５種 か11S呪 し た 。

初 哨II やtt'lllJC で は サ ガ ミハ イカ ブ リ ニ ナ か 高 密 度 に

!|瀉 し てい た が.ii 屯ｉ 海 丘 で は低 く な1 川t わ り に シ ン

カ イサ ン シ ョ ウ ガ ４か 高 き1喫 に生 息 Ｌ てい た{ 衣 ３} 。 ま

た。 ゲ ス ト種 と し てNefittatea iljl ｓI壽 晒{Dall ，1985}

var. が頻 繁 に 覦 馭 で き た。

二 枚ｎ は， シ ン カ ４ ヒ バ リガ イ。 カ ズ キ シ ン カ イ ヒバ

I』ガ イ， 鰻 佃 拘lll にj ● 没 し て 唯 息 し て い た ぶ1 ゐ･

yｓlQdia111ｓ ｓp 一。 そ し てエ ン セ イ シ ロ ウ リガ イ か 認 め ら れ

てお り(Ok ｕtani.|la ｓllim010 and Fijikura, 1992:

|･lashimnto and Okutani. 19913. 畠 呪 し た 種 の111でj11

も高 い 雀Ji ・ バ イオ マ ス を 示 Ｌ た の は シ ン カ イ ヒパIJ ガ

イで あ っ たC 表 ３) 。 ま た 。 シ ン カ イ ヒバll ガ イ の ゐ'か 多

く生 息 し て お り，1!1ら れ た サ ンブ ル か ら生 息Jt 率 を 推 定

し た とこ ろ シ ンカ イヒ バ リガ イ ： カ ズ キシ ン カ イヒ パ り

ヴ ィ ＝13:2 であ っ た 。Jiafhymw 函jX肖sI).gj 栢μ 砂 堆 積

貞の 一一瀋 に エ ン セ イシ ロウ'j ガ イ と と もに 観 察 で き ， シ

ン カ イ ヒ パI 』が イの よ う な 人 麗 臈 ４･集| 喇 丿掫 察 で き な

り･-jた。

底 巾 性 叩 殻 類ljj か鈿QI･ａｊｉ 恥昭jnx φ>ris.  I^ibbais

PiPihiHgfuttianrts II＆lhb ｕ11.1qa2)｡/ １巾4･叨 丿吸切 ｓI】･･

Jylhug｢ Ｒｅｉｄａｅ 巽ｅｎ,ｓｐ｡ エ ン セ イヱ ソ イパ ラ ヴ ＝/ 初･ 。

a＆j㎡s ｊ 湊丿妣j Takeda and Hashimoto, 1990 ，ａ ｒ･

alornis  sp･，jﾀｓ゙li・ ゆｓis ｓｐ･, jQ り＆鈿ssp.2 か探 桑 で き

A.  tornがｙＱｓｌ,ｎs､L.
 wttshi.
。が・。・, ｓs が 高 い 晦 度 を 示 し

た( 表 ３) 。 Ｓ 卯 た鈿ｓｓｐ.2 は エ ン セ イ シ ロ ウ リガ イ の 燬

表 涵 に ６ ～ ７個 体 が 付 着 し てい た。A.  longirostoris li.

熟 ホ チ ム ＝ － のll 而 や 熱 水 瞭 出 に よ っ て 白 色 に 変 色 し て

い る と こ ろ を･1･･C･に密 集 し て お り 。 熱 水 喰 出 孔 か ら 約 １

Ⅲ 以 上 陸 れ た と こ ろ に は認 め ら れ な か っ た 。L.
 washin･

がa ｓ11・|衂 は,  A.  io.・が・ｓj・凾 ほ ど 熱 水 喰 畠 孔 に近 づ い

て 生 息 す る こ と は な く 乃２ｍｏａｌｊｇＱｓ sp. 2 は， さ ら に 熱

水 噴 出 孔 か ら 曜 れ た と こ ろ に分 布 し て い た。 エ ッ セ イ ェ

ソ イパ ラ ガ ニ と 癶l 剛1・。･lis sp.は 明 蔕 に す み わ け て お り，

熱 水 墳 山 孔 至近 で は エ ン セ ４ エ ソ イ パ ラ ガ ニ か 分 布 Ｌ ，

シ ン カ イ ヒ バ リガ イ や カ ズ キシ ン カ イ ヒ パ リガ イの 芻 生

地 外 縁 域 か ら 組 粒 砂 堆 碕 域 に か け てParaiomis ｓ９.か 分

布 し て い た｡ Ｂylho 即･aeidae 黔 ｎ.ｓｐ.は｡ 熱 水 瞭 出 に よ っ て

CI 色 に 変 色し た 岩 石 露 贖 の 隆 に 観 察 で き た 。A ﾀﾞjaljぬ 鈿１

ｓp.も 熱 水噴 出 に よ っ て臼 色 に 変 色し た 岩 石 露 竃iに 襲 中 的

に 分 布 し て お り噴 出 敏 か ら離 れ る と 観 察 で き な か っ た 。

３ ． ４ 相 槓 湾 匐1鳥 沛 漸 潔 海 幕 非 化 学 合 成 生 物 群

集

初 鳥 沖 化 学 介 成 生 勧 芻 襲 に 梭 す る 水 深574 ～1.336m

の 非 化 学 介 成jl{物 群ｌ か ら 出 現 し た 人51 味xli紅fy 推 動 物

を 表 ４ に示 し た 。

マ タ カ ブ ト ヤ ギ ノ|ｒ紬,xS7,lit ijim ㎡(Killo ｓllilll，

1907) に は キ ヌ ガ サ モ ズ ル メ1ｓfe・りlり７ ・ ｓｆ㎡(MUlel･

alld Tr 。5chel ，18433 か 統 み つ い てい る こ と らあ っ た。

垠 航 物 に 菫 わ れ た と こ ろ でlj ク サ ４ ロ ギ ン エ ピ ス ガ イ

＆f り･･bemb.£ｒ ｓ ｌｉ ｇＷａｌｓ4jl･， 1879) が 多 く 唯 息 し て お

り 。 枚 数佃1 本が1111 し て い る 方 か 倅而 で あ っ た 。 ツ ウ ヨ

ウ パ イ は1,4 佃 ～｜｡5GOnl の 泥 貿 域 に 分 布 す る こ と が 報

ll;･され て い た か{Ok ｕtａｎｉ.1977}｡ 夲 愕1究 で は さ ら にi 鵞

域 よ り 出 硯 し. Ａ'ゆｌｎ ｓ ｇ ㎡'ispiraiis は ， 三 宅 鳥ill･の

】｡】SOm よ り,記載 さ れ て い た か{Ok ｕlalli.19 鬩l. 梱 膜 湾

ま で 分4j 域 を 広 げ る こ と か で き た。 また ， 掘 足 類 の う ち

カ ホ ウ･･ ラ ブ ト ッ ノ ガ イ ａ 肭1･仙 １ｊ 洫 心 ぬ7 Kuroda

alld llabe. 1971 は 浅 海 杖 にjll,Q.し て い る こ と か 細 ら れ

てい た が( Ｋｕroda el ㎡｡｡1971) ， 測 深 海 域 に ま で 分lj

す る こ と か 刊|り|し た 。 エ ソ イ パ ラ ガ ニ は ， 人 き な 岩 石 琳

頭1101 小il 飼 体 か 密 集 し てい る 様f･ か 認 め ら れr4 い 寉

睦 を 示 し た{ 表 ０ ． ヒ ト デ 類 の 巾 で は ゴ カ タ ヒ １ デ Ｇ･,ヽ

ｇ Ｊｇ φ･･ 知加jx･･g71ｓ{Sladen.1889} が 頻 繁 に 瞋 倣 物|; に

観 察 で き た 。 ク モ ヒ ト デ 煩 で は オ キ ノ テ ヅ ル モ ヅ ル ど,･∂ｒ･

粐 訳jｒゆ 細 加ｓ ，－･ 肭 喞ljlｓ Ｑ･I liter ａＩＭド| ｒ`,jｓchel.IS421



裟 ４ 相 関 愕初 心 沖 化 学 合 倣 生 物I 嚮↓S尚 辺 の 浙 深 滞 性 生 術 群 集 か ら 出 呪 した 大 型底 北 無 驚 椎 魴 勧 と その 密 度

Ｔａｂｌｅ ４ Density o  i inｖｅrlebr ａ１ｃ ｍｅｇａｂｅｌｌtha ｓ ｏｃｃｕｒri叺ｇ in ｎｏｎ-ｃｈａｎｏｓynUletic bathyal ｃｏｍ ｍunity

ｎｅａｒ Ｏｆｆ Ｈ ａtｓｕshima site, Sagami  Bay.

及 び ｊ ㎡eronjx  loveni Miller and TroscheU 1842 が マ

タ カプ ト ヤ ギに 絡 みt 』･い てい る 様 子 も観 察 で き た。ま た ，

タ ロ ス ナ ク モ ヒ ￥デ Ａ坩 汕itφｌＵＳ ｇ鈿啝･,。｛Ly ｎｌａｎ.

1878 ｝ とlj 5 ウ コ ツ タ モヒ ト ヂOpitioch/loi･ β･siigalus

I,ylllall，1878 は 雁 積 物 中 にjlll没 し 。 ２ ～ ３ 夲 の 腕 を 海 底

L.にfll張 さ せ て い た
≫ ii<
も高 幀li に 観 察 で き た ク モヒ ト

デ 畑 は(ifihitH･＆･1，加祠㎡,fJJ， I.ymall 』87S で 篳 碵 物|-｡に

多 く 分jliし 高 い 密li を 示 し たC 人 ○ 。 ウ ニ 匐 で は 。 収 矗

ii に 小 嚢 を 駭 佃 有 す る ナ マ･･ ゲ フ タ ロ ウ ニ 門 。JJ･｡

j・,ｓ ｓl 鈿j ｓ φ 回A, Ａｐs ｓix.IssI 炉ｉ 果 し て 生 息 Ｌ

て い た 。 そ の ほ か に もｳﾇﾚ １ ラ ブ ン ブ ク £,‘,･哨j･lｓ 咄

jjｓ ｌ句i ｛Ａ. Ａｇａｓs12.1s791 が 堆 積 物｡1･｡に 密SSL て い

た 。 ナ マ コ 匐 で は ， ム ラ サ キ･ ヽゲ ナ マ コ ａ ｕ.l･l･みi

jji･ｗ&j.l･μΓ11cel.Iss2 が｡ 川E債 物 日 こ分 布 し てお り 戝11 体

ｌ ん でい る こ と もあ･, た が 。 通Sljlli 独 棡 休 で 分li し て

い た 。 ま た 朴 石 露 贖 表 面 にlj ジ イ ガ セ キ ン コlil,11,ｓ

匈ｓｌｓ 幼,ｓ｛|くｏrcll.Is･|,l｝ が 畔 ’IEｕ･･iい 密ji を 小 し た

｛ 太 ｎ 。



擬 ５ 夏齡 （Ｒ） 一相 関量 （密 皮 Ｄ） から求 め た３か 所の 化浄 会成 生物 群 集 （初 嵋 中， 沖 ／山堆 ， 南奄 西海 丘） と初 島 沖周 辺湎

深滋倥 非a 啄 合虞 生物 群集 の ａ及 び み値 の比 較

Ｔａｂｌｅ ５ Comparisons of the ｓ and ＆ ｖａ】ues of rank （Ｒ）－ab ｕndｕｎｃｅ （ｄｅｎsity Ｄ）ｅqりａtionS from three

ｃｈｅｍａｓyｎthe 心 ｃｏｍｍｕXlilieｓ（Ｍｉｎａｍｉ-Ｅａsｅｉ Ｋｎｏ）ISitｅ,０１１Ｈａtｓｕｓllima site and Okinoyama Ｂａｎｋ site)

and ａ ｎｏｎ-ｃｈｅｍｏsynlhetic b 叭h ｙａｌｃＱｍｍｕnkｙｎｅａr ＯｆｆＨａtｓｕｉｌｉｍａ ｓjtｅ.

４．群集柵造の比較

盾隹＝11 対量閧筵は．これまでに等此龜 銓溂1 元村.

19忿 》．埓ｔ 正匐削{Ｐ哨ｓtｓl.19181 な どの亂洌性か提唱

されているか．これらの規則性は壥築の種類放など器本

のサイズによって. それぞれ畜舎するモデルが冥なる( 蠢

下.1961).3 か斷 の1ﾋ 学゙合盧ｔS1 霈 集は等比栽歓剔と一

致するか，Ｓｉ海§ 壽fﾋf？合瞋生物群集では対象正刪11

に 一盈 する傾|;lか腮められ.る．しかし．初島溥化学合成

熨物部篥と同一条件で比較するため湎深海1111fﾋ ９ 合 成

生袖群集も等比絳 畝則にあ てはめて比餃 廴た．初島紳 で

lj 上位２瞿{ 寸ガミハイカプllx ナ ．シロウりが4} が

突出して優fl で．そ良以'F の嶇{l とな るとゆるやかに雀

度lj 減少している．潘ノ||ljlでlj最.MI!1 シ ロウリガ イ}

と２位4 寸 ガミハ イカプ りこ ナ１．２仕 と３秡{ Ｖ－

dmentife ¶・ Ｓｎ.ｓlkl} の蒻 にλ きな緘少が認められ３

位以'FはLI る やかに富度が低くなるC 鬨１} ． 市奄西海玩

でlj妓.ljl 種! シ ンカ イヒパリガ イ】が夕1111し． それ以

'卜lj韈や かに減少する．また．漸llaMIIXl ｔ 学 会虞生物

ｌｌ では上ａ ２種1 ジ イガセ キン=l.( ￥11叙･・ｓ ｉｌs･

jljｓ刪J が 突 出 廴．５ 僥g フ ミツ ポ カ イメ ン 櫻

f*arwsofe・１ Ｔy 芦} と611!1 タ ロ スナタモ１・ デ1 の 闘

に差かλ きくな･つた{Ｍ ３}． これらを，蕃既綴数･llに 一

蛟するとみなし

|・ Ｄ＝ｓ・Ｒ十ｂ

Ｄ：鹿皮。Ｒ：嶇ll. ｓ. ゐ：定歙

の黼低人でjl せる．そして・，１ 椒を比妝すると．初鳥沖

化学今成りi物 群集は擴ずる浙疆洵 非1ヒ？合皮生物群 集1･

Cj人 きく翼なるが９ ノ|1111と画老内海藐にej 類 似1. た鹹

となるl表 ５３．鯒きを示すａ価は，群・ の旨根性をぷL

ｘ郤

Ｍ ３ 順 位－ ●|関Qg 竃度3 閠 邨 によ る ３か所 の 化学 合成jll物ll

集 （初 ね沖･ 沖 ノ||「堆･|･ 」奄内 海,fi） 及ぴ 初島Ilp川 辺湘 ｌ

海性 非 化学 合成 生御 群 集lllの比1 尅可

FEr-3 Comparisians ０１ community ｓtr11cllre by rank-

abu ｌｄａ１１ｃｅ （ｄｅｌsily ）diagr ａｍ ｂｅtｗ6ell t ｈＴｅｅ

chemosynthelic communities (Minaini･Ensei

lく■toll site. Off Hatsushiina sile and Okillo3･ ａｍａ

Bank site) al χj 110n- ｃ】leniusyiUhtfic community*

near 011 Hal ｓｕsbima sit ｅ.

１ 値 か 低 い ほ ど 群 集 は 複 雑 に な る こ と か ら（元ll ，1932 ）.

漸 係 沌 帯 非 化 学 合 成 生 物 畔 襲 がj11 も 複 雛 で あ る の に 対

し, 沖 ノ|||瞋 が 最 も111純 な 猜 忌 であ る こ と が 水 咳 で き る ．

ま た． 初 鳥 沖 と 最 ら顆 似 し て い た の は 南 屯 内 海 丘 で ． 湎

深 海 帯 非 化 学 台 成 生 狛 俳 襲 が 最 も 人 き く 鳧 な-j て い る

（図3 ）．･ｉ 比 緑 数 刈 の 特 徴 は 順 位 の 高 い 擾Ili種 の 生 態 的

地 仕 の 寃 収 汲 で 説l･j さ! １て お り ，″|ﾐ鰹 鈞 地 位 の 人 き さ は.

JAMSTEC  J. Deep Se ● 11 11 黔ｉl



ある種が生節妁地位空間の一宵を匐liり することで一一･鍍

的に決まり，先取 できなかった狸は残った空ij を占める

こ とになる(Whhtaker,  1975)≫ ただし堵i晧の高い毬が

畔集に 入ってきた|啣UI か早 い というのではなく．鮫争に

おける荊|対 的な強さを意味している．また，呻ノlll堆．

廁奄Ｓ海丘では化学合成纉ｉ を氛生させるタ イプ の動鴇

が優位になる傾|;･】に あり.illlノlll堆 ではｌ－７位．市奄

西海,ａ では１－５位を占めている．それに紂し，初鳥iq･

では 共生絹渭を保有しないタ イプのサガミマ ンジガ４な

ども隈位な位;a に 存在 するこ とで特 徴づけられる．サガ

ミマンジガ4 は ，初鳥沖の中では錆色変色域にのみ持異

的に 分布す る種 であ り，こ の場所 には多毛類のPoly･

chaeta gen. s ｐ- 1 と わ ずかのシロウリガイか分布するだ

け で．サガ ミマンジガ４ と食佳・分布空|::｣とい った生態

的責i瘴を競合する極が存在しない ため優位になると考え

られる． そして．等比級数|Illにあ てはまる群襲lj厳 しい

罵1境 ドにあ って構|産和も少ない場合に擾占作 か強く現わ

れるOV11111aker.1975}.j 皀ａ 変動に・ つた熱水噴出孔

生物ll 災や冷水湧出僣生物 昨島といった化学合成生物辟

集は，I乱濃度の硫化水素・メタンの湧出や浬度変iﾋな ど

に起閥した環境の飆しさがあり，熱水噴出現阻・冷水湧

出硯匁は また．短刈的に変俑していると考えられている

{Ｌｕtｚ 11 ㎡1983: Lat011 and B,･ichet, 1982}. 初 島沖．

澹ノ|lj垠.1 §i心･西海丘におい てもシロウlj ガ イ瑞の死煢

堆積破か多く観察できこれは海ａ･ドからの咀・湧出水の

in 火 もしくは減少に仲りていることから も，群ｌ 内 でも

噴・湧出呪象はIM 期 的に移り変わるため安定Ｌていない

ことにｇ 閥して等比級歓則に一致したと考えられる.

'li拘lll集 の榊造的特性のパラメータとしてjllいら れて

いる種の 多樣li 指 数β{ 喋|.‘.196?3 に よｰ, て 初島i･IIと

刈 取俳集を比較 すると，βは浙深海帯JI･4ﾋ？ 介成生物俳

集がj11も鳥 く．３か断の化伊介成?11物|:l啝で は.| §14!11q

海 丘， 初鳥illl，沖 ノ山垠の噸となｰ, た{ μ ６}． つまり，

漸ほ海霤非化？ 介成jll物 群 集３か所の化学 合成生物群ｌ

よりは るかにｇ い偵を示したことから．雛 も禰が多様 で

あるこ とか･|･111111し た． また.1ﾋ･ ？ 介成生物昨集では 鈿島

i･11はllj衄叫海11.と 類似Ｌていることか示された，群ｌ 問

の黷似性を示す知似ll指 数C,i{ 木元･武ill. 1967) から

Mllｕnlf｡1･dの'|咀丿逵結法によってクラスター分析を 行

い ヂンドロダラムをnil友 廴たところ． 初島ill･とは逅ijl離

に 仕;呎する911ノ|||堆 より11j4f内 海11.の みか趾似した群集

となｰ･,た． また．洌り|||曖 を 穴め化学 合成生物群ISは 極

めて黷μした群として員 うことができた(Ｍ Ｉ) ． 輛の多

禄們Eべ･群 襲の咳似性41. それ ぞれの群集に属 する補数の

誰 ６　 ３か所 の 化学 合1鈿 七物 鮮集（初鳥沖．沖ノ 山亂 鵆奄 西海

丘） と初 心11卜周辺 蒿 桀滋 性非 化学 合成 坐初 群挑 におけ る

多様 度指 数 β（Ｍｏrisila,1967 ）

Table 6 Diversity inde ｘ β （Ｍｏriがtａ，1967 ）frｏｍthr ｅｅ

ｃｈａｎｏｓyｎthetｉｃ community （Ｍｉｎａｍｉ-En ｓei

lくnollsitｅ,０rｆ Ｈａtsｕsllimasitｅａr1（10kinoy ａｍａ

Bank ｓitｅ）ａｎｄ ａ ｎｏｎ-ｃｈｅｍｏsｙｎthetic ba 小yａｌ

ｃｏｍｍｕnily near Ｏrr Hatsushima 叭ｅ.

多 さ と， ＆ 祠 の 個 俘 群 の 大 き さ に よ っ て 決 め らj1 る ． そ

し て． 非 化 学 合成 生 拘 群 襲 か 高 い 多様 性 を 示 し た の は.

111現 碵 畝か 化 学 合成 生 物| 作集 に 比 べ 多 い こ と ， 各 牋 の・

体 群 は 決 し て 大 き くlj ない が 均 一 化 し た 大 き さ の 個 体 群

を 布 し た 昨 集 であ る た め であ る ． こ れ4j ， こ れ ま で に も

示 唆 さ れ て い る深 海 破 の ペ ン １ ス の 哇 多 扱 性 か 高 い こ と

(Ekmar,  1953; Vinogradov?, lg62; Ｈｅｓleｒ and San-

derls,1967; Rex. 19731 と一 炊 Ｌ てい た ． こ の よ う な躅

海 域 の ペ ン} ス のi泓 種ヽ 多傍 注 は 生酋 的 圸 Ｒ が 爪 複 し な

い こ と ．拍 食 と 競 争 が 生 産 力に よ り てつ り あ っ て い る こ

と か 別.lllと さ れ てお り( Ｄａyloll alld Hessler, 1972: Ｒｅχ.

1975), 非 止 物 約 環 境 が 俶 しい か 変 扣 が激 し く同 一 状 態 の

19 縫 性 が 吮い と こ ろ で4jli 晩 に 強 く 規 制 さ れ た 多 橡 性 の

低 い 芻ｌ と な る か ． 環 境 の 変 動 が 少 な く 災 剛 間 安 定 し た

鳳 境 で は 多様41 の 鵬い １!IS と な る こ と が 示 峻 さ れ てい る

gSanders.19681 ， そ れ に 岬 し ． 初島1111. 沖 ノ|lj堆 ．ｉ 奄

西 海11 とい っ た 化･？ 合|友唯物 群 集 で は ． 漸 深 海 帯jifﾋ 学

会I鈩IE 物 群ｌ に 比 べ 昨 暁lj 少 な い こ と， ａ 鮖 の 個 体 醇 は

漸 １ 海 倔XI:S 匕乍 介 成 雀 物11 勦よ り は 人 きい か ． 】－ ２ 袙

が 極 め て 人さ な 個 体 群 を 利 し て い る た め に 多 扱剽Eは 詆 く

な る ， ま た ， 前 述 し た よ う な環 境 の4; 安 定 さ に よ る 影 響

も 人 き い と 考 え ら れ る ．

|||.･雰 的 にafi:. す るSt･7= 卻 齠11 拘 群ｌ の 中 か ら． 冷 水 Ｓ

出 帯 生 物 邵 襲 と 熱 水喰 出 孔 乍 物 群 毟 の 固 有 種 数 を 比 蛟 Ｌ

て も ． 冷 水 湧 出 倡･li物 昨 眼 で は 束 太 一14押 に あ る01･ ｑ ｏｎ

Ｓｕb{111clioll Zone {S ｕｅｓｓel ㎡,.1985} やMo111el 芍･ Ｕａy

眤mbley ，･f a/.，19qa) か ら は4 ～12 舁 肓度 で あ る の に

1扎. Ｇａｌａｐａｇ・sR 氏 嗷 人･lt洋 海 脳13･N. 以 大'|鼎 海

ｘi冫



図･1 類似度 指 歓に ｇ)か ら求 めた･| か所 の群 集岡{ 初島 沖.jlllノ|}|乱 南奄・ 海 丘， 勧島 沖・ 辺隴深 搬 性非 忿 ？合盧り１加l 恣3

の釧 似性を 示 すデ ンドロ グラ ム

Fi. 4 Dendrogram  of ４ communitites (Mingmi-Ensei Knoll site. NoII- φ ｅｍＱ５ynlhelic blh ｙａｌ ｃｏ圍ｍｕl,ily.

Okinoyama Ｂａｎｋ site ａｌｌｄ Ｏａ Ｈａt乱滷ｉｍａ site) by the cluster analysis ｏｆ ａｖｅrＭ ｅ-linklge meliod from

ｉｌｄｅｘ of  sinii】ｌrity CC ｓ).

R&21*N (Tunnicliffe,  1991).  North Fiji Ba ｓi・ ・La ｕ

Ｂａsin 仭 ｅsbｒｕyerｅｓ tl ㎡.1991).Mar ｉａｎａ Trough

(Hessler and Lonsdale, 1991} の 熱 水 噴 出 孔!11 喃l 集 か

ら は20 唾 以.Ixの 圃¥i 極 か 出呪 し ， 熱 水 噴 出 孔 生物・ 襲 の

方 が 大 型 底 生性 無 脊 雄 如 狗 にISI し て は多 様 なlal有 極 を 産

す る． 初 鳥 刈I， 沖 ノ|||嶝lj 約30km と 近li 離 に あ り な か

ら， 極 の 多榛 性 ， 尉 集 の 瓢 似 性 か 一 敗 し な い のljl･11ノljj

堆 に は 出 現 せ ず ， 初 鳥illlに 出 呪 す る種 か 多 い こ とに 起 μ1

す る。ili 群 集 に=jt通 し な い 種 の う ち|II倡 類 の 癶４禰 φお

sp.  1. A.  longirostris. £ｄ&fl ｓs 】).の ３ 扣 は， 近Ji 種 の

こ れ ま で の採 集 地 か ら鮎 水IIIﾐ･出 孔 生 物 部 集 に 強 いlaj 有 性

を 示 す 鉤 物 部に 舎 ま れ る.illl ノ111瞋 は 初 鳥 沖 と 鳬 な り ，

火|||活 鉤 の 影 響 を 受 け ない 冷 水 湧 出･:l;/11物 群 襲 で あ る た

め ， こ れ ら 熱 ホ 噴 出 孔 生 物 昨 集に 強 い μ】右性 を 示 す 俑 狗

肝 は分 布 し てい な い と考 え ら れ る ． ま た ， 初 島i･llで サ ガ

ミ マ ン ジ ガ イ や ？,6 ぽ φ ｓl ＆ｓ か 分 布 す る 地 点 も 地 麪

熱 流 量 が 極 め て 高 い 錆 色変 色ji に 隘 ら れ てい る. つ ま･| ，

近ｌ 瞎 に あ る 化 ？ 合成 ″li物 群ｌ で も． 熱 水畩･11S孔 生 物 辟

ｌ であ る か ， 冷 水 祈I'Ｍ;卩|{物 肝 襲 で あ る か の 違 い に よ り

分41jす るVUi 補 数 か 異 な る た め 扣 の 多 扱 作 ・ 諮 集 の 類 似

性 に 違 い が 唯 匕る こ と か 示 咳 され る. そ し て, 初島i･II－1･i

を 内 海｢i.l｣1』に こ の よ う な 類 似 性 か ″|比 た｣a 因 に つ い て

は， 初 鳥ill･はj'μ 堆ヽ 積 物 に 散 わ れ て い る た め111 奄Ilqilill

ほ どの 活IJ』的 な 熱 水噴 出 裂 象 は４ め ら れ れ ない か ， 湧 出

水 の 温 度 力り･Sい い･ う熱 水 噴 出 孔 生 物 群 集 の 特 徴 も 有 す

る 化IIμ? 成 唯拘 絎IS であ る た め 鹵 奄 西 海li と の 馴 似 性 が

寓 くを る と 考 え ら れ る ．

初 島 沖 －i･j 奄 西 海 丘||ljで は ． 群 集 輯 成 は 初 島i111－ 沖 ノ

|||瞹llljほ ど 類 似 し ない か. 噸 位→11 繝債 関 係 の み な ら ず ．

稜 の 多 様 性 ・ 昨 集 の 飢 似 性 に お い て ら初g911 爿･II ノ 山｣盆

||||よ･j 初 鳥1111一 雨 奄 ｓ 海111:ilの 方 が 高 い 類 似 性 を 示 す．

つ ま ９ ， 固 有 種 と し て 出 現 す る 紳 数 と， そ れ ぞ れ の ｓ が

有 す る 個 体 群 の 人 き さ が 類 似 し てい る こ と に な る ．

５ ． み わ り に

讖 海 系 に 作 在 す る 化 学 合 成 生 物11 集 のl:1!Is生 態 学 的 研

究 で 叺萋 な こ との １ つlj ， 第 １に 碼 成 種 を1111ら か に し ．

その 成 果 に 基 づ い て 群 集 を 定 鷲 的 に 解 析 し たi'i果 か ら ．

化 学 脊|友jll物 部ｌ の 汐 遍 性 を 兄い だ し ． 非 化 学 合 吠 生 物

群 襲 と い か に 冥 な っ た 詳 集 で あ る の か を 示 す こ と が 唯 げ

られ る ．

本 研 究 で は ， 初 島ill･－11j 奄 叫 海 ６;間 で は ． 群 集繼 成lj

初 鳥1111爿･11 ノ|||瞋ls』ほ ど 新 似 し ない か ， 噸 位一 個| 叩ltl 腎

鯀 の み な ら ず ． 舁 の 多 禄 性 ・ 排 襲 の 飢 似 竹 に お い て も 詢

島ill･爿･II ノ111雎1111よ り 初 鳥 沖 一 雨 老 西 海Iｕu の 力･が 商 い

類 似 性 を 示 す こ と が 分 か っ た． ま た ． 化 学 介 成 生 物 芻 勸

と 鈿 鳥 沖 周 辺 の 淅 深 海 傴 非 化平 合 成 生 物 群 集 の 災 貿 性 は

1111ら か で ． 化 学 合|友生 拘1111sIs:||･il l:の!|; 勉 札 が 忽 め ら れ

た．

最 後 に11 夲|洳辺 に は ． こ の ほ か に も 小 笠ja 諸 鳥 海 峨 ．

沖 槻 ト ラ フ ．|輌 毎Ｆ ラ フ ，|| 本 海 溝 ， 駭iIII湾 ． 鹿 児 島 湾

４･ど に いﾋ 学 舎 』友生 物 群 襲 が 作11ﾓ廴て お り ． こ れ ら を 総



括Ｌて日本翊辺の化学合成生狗昨集の群襲生飽９狗特徴

を肝究しなくてはならない．そして，さらに世界的に分

・ する化学合成生物排集について研究することにより，

化=？合成生物稷襲の群桑生愬学的弊酒倥をI･|らかにし起

源・進化を解明するこ とが今後jR・ となる．
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